鹿島　茂　コレクション　３　　モダン・パリの装い
フランス文学者「鹿島　茂」（1949～）は、執筆活動のみならず膨大な古書コレクションを所有することで知られ、「練馬美術館」ではその愛蔵コレクションを連続的に紹介しており、今回は３回目の開催（2013.7.13〜9.8）である。
　
　今回の展覧会は、19世紀から20世紀初頭のアール・デコの時代に描かれた「ファッション・プレート」（ファッションイラストの版画）で、当時の華やかな女性の装いが展覧されている。内容は、フランス史に名を遺した高貴な身分の女性たちの装いや地方の伝統的衣装、様々な階級・職業別の装いなどの風俗描写、文学作品の豊かな世界観を再現した数多くの優雅な「挿絵」展示である。
　
　展示作品は、19世紀では「オーラス・ヴェルネ」「ルイ＝マリー・ランテ」（上流階級と中産階級より、写真右）、「カヴァルニ」（ラ・モード　ポスター　写真左）、20世紀初頭では「シャルル・マルタィ」「ジョルジュ・ルパップ」らのフランス近代の熟達した色彩が豊なイラストレーションを楽しむことができる。
　併せて、「京都服飾文化研究財団」の貴重なコレクションより、同時代を代表する華麗な衣装が展示されており、描かれた衣装と実際の衣装を見比べることで、より立体的に当時のパリの装いやモダン・パリの雰囲気を十分満喫できる。
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